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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一次側の入力電圧が、保持電流値を持つ交流電流用三極管たるトライアック（ＴＲＩＡ
Ｃ）によって調節されるとともに、前記トライアックを流れる入力電流が、前記一次側に
あるブリーダ回路によって基準電流信号及び当該入力電流に対応する電流検出信号に応じ
て前記保持電流値以上とされるコンバータに適用可能な自動選択保持電流回路であって、
　前記電流検出信号の電流降下時間又は前記入力電圧の電圧降下時間を検出して感知信号
（Ｖcd）を出力する電流降下検出器たる第１のセンサモジュールと、
　前記電流検出信号を受信して、前記保持電流値の電流値範囲を判定するための臨界電流
信号（Ｖth）を出力する電流範囲検出器たる第２のセンサモジュールと、
　前記ブリーダ回路が前記入力電流を前記保持電流値以上に維持するべく、前記感知信号
及び前記臨界電流信号に応じて前記基準電流信号を前記ブリーダ回路に出力する基準電圧
選択回路と、
　を備えたことを特徴とする自動選択保持電流回路。
【請求項２】
　前記第１のセンサモジュールは、前記電流降下時間又は前記電圧降下時間を検出して前
記感知信号を出力する微分器を有することを特徴とする請求項１に記載の自動選択保持電
流回路。
【請求項３】
　前記第２のセンサモジュールは、前記電流検出信号を受信し当該電流検出信号を予め設
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定された電流信号と比較した結果である比較信号を出力するコンパレータと、前記比較信
号を受信し前記臨界電流信号を出力する第１のＮＯＴゲートと、を有することを特徴とす
る請求項１に記載の自動選択保持電流回路。
【請求項４】
　前記基準電圧選択回路は、第２のＡＮＤゲートと、第１のリセット－セット（ＲＳ）フ
リップフロップと、第２のＲＳフリップフロップと、２つのスイッチ素子と、分圧器と、
を有し、前記第２のＡＮＤゲートの２つの入力端が前記第１のセンサモジュール及び前記
第２のセンサモジュールにそれぞれ接続され、前記第２のＡＮＤゲートの出力端が前記第
１のＲＳフリップフロップのセット端に接続され、前記第１のＲＳフリップフロップの出
力端が前記第２のＲＳフリップフロップのリセット端に接続され、前記第２のＲＳフリッ
プフロップの出力端及び前記第１のＲＳフリップフロップの出力端からそれぞれ前記２つ
のスイッチ素子を制御することで、前記分圧器が該当する基準電流信号を出力することを
特徴とする請求項３に記載の自動選択保持電流回路。
【請求項５】
　Ｎが正の整数且つＫが１≦Ｋ≦Ｎとして、前記第２のセンサモジュールは、（Ｎ＋１）
個のコンパレータと、（Ｎ＋１）個の第１のＮＯＴゲートと、Ｎ個の第１のＡＮＤゲート
と、を有し、各第１のＮＯＴゲートの入力端が各コンパレータの出力端に接続され、Ｋ番
目の第１のＮＯＴゲートの出力端がＫ番目の第１のＡＮＤゲートの入力端に接続され、前
記Ｋ番目の第１のＡＮＤゲートの他の入力端が（Ｋ＋１）番目のコンパレータの出力端に
接続され、（Ｋ＋１）番目の第１のＮＯＴゲートの出力端及び各第１のＡＮＤゲートの出
力端が前記臨界電流信号を出力することを特徴とする請求項１に記載の自動選択保持電流
回路。
【請求項６】
　前記基準電圧選択回路は、（Ｎ＋１）個の第２のＡＮＤゲートと、（Ｎ＋２）個のＲＳ
フリップフロップと、第１のＯＲゲートと、（Ｎ＋２）個のスイッチ素子と、分圧器と、
を有し、Ｋ番目の第２のＡＮＤゲートの２つの入力端がＫ番目の第１のＡＮＤゲートの出
力端及び前記第１のセンサモジュールにそれぞれ接続され、（Ｋ＋１）番目の第２のＡＮ
Ｄゲートの２つの入力端が前記（Ｋ＋１）番目の第１のＯＲゲートの出力端及び前記第１
のセンサモジュールにそれぞれ接続され、前記Ｋ番目の第２のＡＮＤゲートの出力端が前
記（Ｋ＋１）番目のＲＳフリップフロップのセット端に接続され、前記第２のＲＳフリッ
プフロップから前記（Ｋ＋２）番目のＲＳフリップフロップまでの各出力端が前記第１の
ＯＲゲートの入力端に接続され、前記第１のＯＲゲートの出力端が前記第１のＲＳフリッ
プフロップのリセット端に接続され、前記（Ｎ＋２）個のＲＳフリップフロップの出力端
が前記（Ｎ＋２）個のスイッチ素子をそれぞれ制御することで、前記分圧器が該当する基
準電流信号を出力することを特徴とする請求項５に記載の自動選択保持電流回路。
【請求項７】
　前記第２のセンサモジュールは、
　前記電流検出信号を受信し当該電流検出信号を予め設定された前記臨界電流信号と比較
した結果である比較信号を出力するコンパレータと、
　サイクルカウントを実行し、前記比較信号を受信し、リアルタイムのカウント値を出力
するカウンタと、
　前記カウント値を連続的に受信し状態信号を出力するデコーダと、
　前記状態信号を連続的に受信し前記臨界電流信号を出力するために用いられる予め設定
された閾値電圧選択回路と、を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の自動選択保持電流回路。
【請求項８】
　前記カウンタは、Ｔフリップフロップを有し、当該Ｔフリップフロップのクロック端が
前記コンパレータの出力端に接続されることを特徴とする請求項７に記載の自動選択保持
電流回路。
【請求項９】
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　前記デコーダは第２のＮＯＴゲートを有し、前記第２のＮＯＴゲートの入力端が前記カ
ウンタに接続され、前記第２のＮＯＴゲートの出力端が前記予め設定された閾値電圧選択
回路に接続されることを特徴とする請求項８に記載の自動選択保持電流回路。
【請求項１０】
　前記予め設定された閾値電圧選択回路は分圧部及び２つのスイッチ素子を有し、前記カ
ウンタの出力端及び前記第２のＮＯＴゲートの出力端からそれぞれの前記２つスイッチ素
子を制御することで、前記分圧部が該当する臨界電流信号を出力することを特徴とする請
求項９に記載の自動選択保持電流回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動選択保持電流回路に関し、特に、異なる交流電流用三極管（トライアッ
ク、ＴＲＩＡＣｓ）に接続可能な自動選択保持電流回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　クオリティ（質）という点から見た人々の生活水準は、科学、技術、経済の急速な発展
に伴って益々高くなっているが、これは一方で、原油埋蔵量を徐々に枯渇させる事態を招
来するところとなっている。近年、環境保護の意識の高まりと共に、各種グリーンエネル
ギー産業が世界の注目を集めており、照明関連の省エネの基準は重要な指標のひとつとな
っている。
【０００３】
　一般論として、通常の照明器の消費電力は高過ぎる。強い照明が必要でない場合に照明
器の照度を低減できれば、エネルギーを効果的に節減できる。よく知られた調光器には、
トライアック調光器、電子調光器、及び遠隔操作調光器（赤外線又は無線周波数調光器等
）がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　トライアック調光器は、光の入力電力を変えるためのトライアックを主に有し、トライ
アックの特徴のひとつを保持電流値とするものである。トライアックがトリガされると、
トライアックは導通状態を維持する。トライアックを流れる電流が保持電流値よりも低く
なると、トライアックは閉じられる（又はオフにされる）。照明器の輝度を低減するため
には照明器の入力電圧及び入力電流の両方を下げるのだが、トライアックを流れる電流が
保持電流値よりも小さいが故にトライアックが予定よりも早く閉じられてしまい、更にト
ライアック失弧及び照明器のちらつきを起こしてしまう。
　上記の問題を解決するために、トライアック調光可能なＬＥＤドライバにブリーダ回路
（又は、疑似負荷）を加える従来の方法が採用されると、トライアックを流れる電流は、
当該トライアック電流が低減される場合でさえ保持電流値よりも高くなり、このため、ト
ライアックの正常な機能が維持される。よく知られたブリーダ回路は、定抵抗器を入力電
圧に並列に接続することにより当該入力電圧から取り出された余剰電流をトライアックに
対して伝送するので、当該トライアックを流れる電流は保持電流値よりも大きくなり、そ
のため、トライアックがオンに維持される。しかしながら、上述した方法では、トライア
ックが必要とする正確な電流量を動的に補償する効果を得ることはできない。このため、
従来型適応ブリーダ回路を設けて、トライアックが必要とする電流を動的に充足する。し
かしながら、適応ブリーダ回路は、特定の保持電流値を有するトライアックにだけ適用可
能である。同じ適応ブリーダ回路は、異なる保持電流値を有するトライアックには適用で
きない。そのため、従来型適応ブリーダ回路を用いるのは不都合である。
【０００５】
　本発明は、従来型適応ブリーダ回路が異なる保持電流値を有するトライアックに適用で
きないという問題を解決する自動選択保持電流回路を提供するものである。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の自動選択保持電流回路はコンバータに適用可能である。前記コンバータの一次
側に入力される入力電圧はトライアック（ＴＲＩＡＣ）によって調節される。前記一次側
は、保持電流値を持つ前記トライアックに接続される。前記トライアックをオンに維持す
るために、ブリーダ回路が、前記一次側に実装され、入力電流検出信号及び基準電流信号
に応じて前記トライアックを流れる入力電流を前記保持電流値以上にする。前記コンバー
タに供給される電流信号が基準レベルよりも小さい場合、前記ブリーダ回路は、電流を出
力して前記トライアックをオンに維持する。しかしながら、異なるトライアックは、異な
る保持電流値を持つ。
　よって前記自動選択保持電流回路は、トライアック保持電流値を検出し、ブリーダ基準
電圧レベルを修正する。前記自動選択保持電流回路は、第１のセンサモジュールと、第２
のセンサモジュールと、基準電圧選択回路とを有する。前記第１のセンサモジュールは、
電流検出信号の電流降下時間又は入力電圧の電圧降下時間を感知して前記トライアックが
オフしたことを検出し、よって感知信号を出力する。前記第２のセンサモジュールは、前
記電流検出信号を受信し、前記トライアックがオフした時の電流値の範囲を検出するため
の臨界電流信号を出力する。前記電流範囲とは、前記トライアックの保持電流値を意味す
る。前記基準電圧選択回路は、前記感知信号及び前記臨界電流信号に応じて前記基準電流
信号を前記ブリーダ回路に出力する。そのため、前記ブリーダ回路は、前記基準電流信号
に基づいて前記コンバータの入力電流を保持電流値以上に維持する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の自動選択保持電流回路によれば、前記基準電圧選択回路は、前記第１のセンサ
モジュールから出力された感知信号及び前記第２のセンサモジュールから出力された臨界
電流信号を通じて、前記トライアックの保持電流値の範囲を取得し、該当する基準電流信
号を前記ブリーダ回路に出力することによって、前記ブリーダ回路がパルス変調信号を動
的に調節して前記トライアックを正常に動作させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】一の実施形態である、コンバータに適用されたブリーダ回路の回路ブロック図で
ある。
【図２】図１に例示された自動選択保持電流回路の回路ブロック図である。
【図３】図１に例示された構成における電流検出信号の概略的時系列オシログラムである
。
【図４】もう一つの実施形態である、コンバータに適用されたブリーダ回路の回路ブロッ
ク図である。
【図５】第１の実施形態のブリーダ回路の概略的回路構成図である。
【図６】（Ａ）は、前述したもう一つの実施形態の第１のセンサモジュールの概略的回路
構成図であり、（Ｂ）は、（Ａ）における基準電圧及び電流検出信号の概略的時系列オシ
ログラムである。
【図７】（Ａ）乃至（Ｄ）のそれぞれは、図５における、トライアックの保持電流値が予
め設定された電流信号よりも大きい場合の電流検出信号、感知信号、臨界電流信号、及び
基準電流信号の時系列オシログラムである。
【図８】（Ａ）乃至（Ｄ）のそれぞれは、図５における、トライアックの保持電流値が予
め設定された電流信号よりも小さい場合の電流検出信号、感知信号、臨界電流信号、及び
基準電流信号の時系列オシログラムである。
【図９】第２の実施形態のブリーダ回路の概略的回路構成図である。
【図１０】（Ａ）乃至（Ｆ）のそれぞれは、図９における、トライアックの保持電流値が
第３の予め設定された電流信号よりも大きい場合の電流検出信号（Ａ）、感知信号（Ｂ）
、臨界電流信号（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、及び基準電流信号（Ｆ）の時系列オシログラム
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である。
【図１１】（Ａ）乃至（Ｆ）のそれぞれは、図９における、トライアックの保持電流値が
第２の予め設定された電流信号と第３の予め設定された電流信号との間にある場合の電流
検出信号（Ａ）、感知信号（Ｂ）、臨界電流信号（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、及び基準電流
信号（Ｆ）の時系列オシログラムである。
【図１２】（Ａ）乃至（Ｆ）のそれぞれは、図９における、トライアックの保持電流値が
第１の予め設定された電流信号と第２の予め設定された電流信号との間にある場合の電流
検出信号（Ａ）、感知信号（Ｂ）、臨界電流信号（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、及び基準電流
信号（Ｆ）の時系列オシログラムである。
【図１３】（Ａ）乃至（Ｆ）のそれぞれは、図９における、トライアックの保持電流値が
第１の予め設定された電流信号よりも小さい場合の電流検出信号（Ａ）、感知信号（Ｂ）
、臨界電流信号（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、及び基準電流信号（Ｆ）の時系列オシログラム
である。
【図１４】第３の実施形態の自動選択保持電流回路の概略的回路構成図である。
【図１５】第４の実施形態の自動選択保持電流回路のコンパレータ及びカウンタの概略的
回路構成図である。
【図１６】第４の実施形態の自動選択保持電流回路のデコーダ及び予め設定された閾値電
圧選択回路の概略的回路構成図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１は、ブリーダ回路がコンバータに適用される一の実施形態の回路ブロック図である
。本実施の形態では、ブリーダ回路２８はコンバータ５０に適用されている。コンバータ
５０は、絶縁形コンバータであってもよいが、これに限定されるものではない。つまり、
コンバータ５０は、降圧コンバータ、昇圧コンバータ、昇降圧コンバータ、ハーフブリッ
ジコンバータ、フルブリッジコンバータ、プッシュプルコンバータ、又はフライバックコ
ンバータであってもよい。
【００１０】
　コンバータ５０は、一次側５１及び二次側５２を有する。一次側５１は、交流電流（Ａ
Ｃ）信号源２０、トライアック２２、ブリッジ整流器２３、電流センサ２４、ローパスフ
ィルタ２６、及びブリーダ回路２８を有する。二次側５２は負荷３０を有し、当該負荷３
０は発光ダイオード（ＬＥＤ）であってもよいが、これに限定されるものではない。一次
側５１には、入力電圧ＶINが入力されたローパスフィルタ２６から出力される電圧ＶIN_2

が入力される。入力電圧ＶINは、トライアック２２を通過するＡＣ信号源２０の出力であ
り、ブリッジ整流器２３によって整流される。
【００１１】
　図２は、図１に例示される自動選択保持電流回路の回路ブロック図である。図１及び図
２において、一次側５１に接続される自動選択保持電流回路１００は、第１のセンサモジ
ュール２００と、第２のセンサモジュール３００と、基準電圧選択回路４００とを有する
。第１のセンサモジュール２００は電流センサ２４に接続されている。第１のセンサモジ
ュール２００は、電流センサ２４（図１の電流検出信号の概略的時系列オシログラムであ
る図３を参照）から出力された電流検出信号ＶCSの電流降下時間（すなわち、トライアッ
ク２２が、例えば図３の点Ｐにおいてカットオフされる場合の電流降下）を感知して、感
知信号Ｖcdを出力する。第２のセンサモジュール３００は、電流検出信号ＶCSを受信し、
トライアック２２の保持電流値ＩHを検出するための臨界電流信号Ｖthを出力する。基準
電圧選択回路４００は、感知信号Ｖcd及び臨界電流信号Ｖthに応じて基準電流信号ＶIref

をブリーダ回路２８に出力する。ここで、基準電流信号ＶIrefは、トライアック２２の保
持電流値ＩHに対応する。電流検出信号ＶCS及び基準電流信号ＶIrefに応じて、ブリーダ
回路２８は、トライアック２２を正常に動作させるために、トライアック２２を流れるコ
ンバータの入力電圧ＶINを保持電流値ＩH以上に維持する。
【００１２】
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　尚、電流検出信号ＶCSは、トライアック２２を流れる入力電流ＩINに対応し、入力電流
ＩINは、入力電圧ＶINに対応するので、電流検出信号ＶCSの変化は、入力電圧ＶINの変化
と等しい。その結果、第１のセンサモジュール２００は、入力電圧ＶINの電圧降下時間（
すなわち、トライアック２２がオフされる場合の電圧降下）を感知して、感知信号Ｖcd（
ブリーダ回路がコンバータに適用される、もう一つの実施形態の回路ブロック図である図
４を参照）を出力してもよい。以下の実施形態では、第１のセンサモジュール２００が電
流検出信号ＶCSの電流降下を感知する例を示すが、これらの例は、本発明の範囲を限定す
ることを意図するものではない。
【００１３】
　図５は、第１の実施形態の自動選択保持電流回路の概略的回路構成図である。本実施形
態では、第１のセンサモジュール２００は、感知信号Ｖcdを基準電圧選択回路４００に出
力するための電流降下時間を感知する微分器２０２を有するが、これに限定されるもので
はない。図６（Ａ）は、もう一つの実施形態の第１のセンサモジュールの回路の概略的構
造図であり、図６（Ｂ）は、図６（Ａ）における基準電圧及び電流検出信号の概略的時系
列オシログラムである。本実施の形態では、第１のセンサモジュール２００は、コンパレ
ータ４０を有している。コンパレータ４０は、電流検出信号ＶCSを受信し、当該電流検出
信号ＶCSを基準電圧ＶREFと比較することで感知信号Ｖcdを出力する。基準電圧ＶREFは、
トライアック２２の保持電流値ＩHのフィードバック信号値よりも小さく、保持電流値ＩH

のフィードバック信号値は、電流センサ２４から出力された電流検出信号ＶCSであり、保
持電流値ＩHと等しい電流が電流センサ２４を流れる。
【００１４】
　更に図５に例示されるように、第２のセンサモジュール３００は、コンパレータ３０２
及び第１のＮＯＴゲート３０４を有する。コンパレータ３０２は、電流検出信号ＶCSを受
信し、当該電流検出信号ＶCSを予め設定された電流信号Ｖpと比較した後で、当該比較の
結果である比較信号ＶCを出力する。第１のＮＯＴゲート３０４は、比較信号ＶCを受信し
、臨界電流信号Ｖthを基準電圧選択回路４００に出力する。
【００１５】
　基準電圧選択回路４００は、第２のＡＮＤゲート４０２と、第１のリセット－セット（
ＲＳ）フリップフロップ４０４と、第２のＲＳフリップフロップ４０６と、スイッチ素子
４０８と、スイッチ素子４１０と、分圧器４１２とを有する。第２のＡＮＤゲート４０２
の入力端４１は、第１のセンサモジュール２００に接続され、第２のＡＮＤゲート４０２
の入力端４２は、第２のセンサモジュール３００に接続される。第２のＡＮＤゲート４０
２の出力端４３は、第１のＲＳフリップフロップ４０４のセット端Ｓに接続され、第１の
ＲＳフリップフロップ４０４の出力端Ｑは、第２のＲＳフリップフロップ４０６のリセッ
ト端Ｒ’に接続される。第１のＲＳフリップフロップ４０４のリセット端Ｒは接地され、
第１のＲＳフリップフロップ４０４の出力端Ｑ0は、第２のＲＳフリップフロップ４０６
のセット端Ｓ’に接続される。
　第２のＲＳフリップフロップ４０６の出力端Ｑ’及び第１のＲＳフリップフロップ４０
４の出力端Ｑから、スイッチ素子４０８及び４１０をそれぞれ制御することにより、分圧
器４１２が基準電流信号ＶIrefを出力する。本実施形態では、第１のＲＳフリップフロッ
プ４０４及び第２のＲＳフリップフロップ４０６は、ＮＡＮＤゲートＲＳフリップフロッ
プであってもよいが、これに限定されるものではない。しかしながら、本実施形態は本発
明を限定することを意図するものではなく、例えば第１のＲＳフリップフロップ４０４及
び第２のＲＳフリップフロップ４０６はＮＯＴゲートＲＳフリップフロップであってもよ
い。
【００１６】
　具体的には、図５と、トライアックの保持電流値が予め設定された電流信号値よりも大
きい場合の電流検出信号ＶCS、感知信号Ｖcd、臨界電流信号Ｖth、及び基準電流信号ＶIr

efの時系列オシログラムを示す図７（Ａ）乃至図７（Ｄ）と、に例示されるように、電流
降下（すなわち、図７（Ａ）の点Ｙ）を感知すると、微分器２０２は、感知信号Ｖcd（す
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なわち、図７（Ｂ）のパルス信号）を第２のＡＤＮゲート４０２の入力端４１に出力する
。すなわち、微分器２０２は、電流検出信号ＶCSの急激な降下時間を検出する。コンパレ
ータ３０２は、電流検出信号ＶCSを受信し、当該電流検出信号ＶCSを予め設定された電流
信号Ｖpと比較した後で、当該比較の結果である比較信号ＶCを出力する。第１のＮＯＴゲ
ート３０４は、比較信号ＶCを受信し、臨界電流信号Ｖthを第２のＡＮＤゲート４０２の
入力端４２に出力する。電流検出信号ＶCSが予め設定された電流信号Ｖpよりも大きい場
合は、臨界電流信号Ｖthがハイレベル（ハイ状態の論理レベル）となる。
　臨界電流信号Ｖthがハイレベルであり、微分器２０２が感知信号Ｖcdを出力する場合、
第２のＡＮＤゲート４０２の出力端４３から第１のＲＳフリップフロップ４０４のセット
端Ｓにハイレベルが出力されるので、第１のＲＳフリップフロップ４０４の出力端Ｑから
ハイレベルが出力され、第２のＲＳフリップフロップ４０６の出力端Ｑ’からローレベル
（ロー状態の論理レベル）が出力される。第１のＲＳフリップフロップ４０４の出力端Ｑ
からハイレベルが出力され、第２のＲＳフリップフロップ４０６の出力端Ｑ’からローレ
ベルが出力されるので、スイッチ素子４１０が動作し、よって分圧器４１２が該当する基
準電流信号ＶIref_2を出力する。
【００１７】
　図５と、トライアックの保持電流値が予め設定された電流信号値よりも小さい場合の電
流検出信号ＶCS、感知信号Ｖcd、臨界電流信号Ｖth、及び基準電流信号ＶI_refの時系列
オシログラムである図８（Ａ）乃至図８（Ｄ）と、に例示されるように、電流降下（すな
わち、図８（Ａ）の点Ｙ’）を感知すると、微分器２０２は、感知信号Ｖcd（すなわち、
図８（Ｂ）のパルス信号）を第２のＡＮＤゲート４０２の入力端４１に出力する。すなわ
ち、微分器２０２を用いて、電流検出信号ＶCSの急激な降下時間を検出する。
　コンパレータ３０２は、電流検出信号ＶCSを受信し、当該電流検出信号ＶCSを予め設定
された電流信号Ｖpと比較した後で当該比較の結果である比較信号ＶCを出力する。第１の
ＮＯＴゲート３０４は、比較信号ＶCを受信し、臨界電流信号Ｖthを第２のＡＮＤゲート
４０２の入力端４２に出力する。電流検出信号ＶCSが予め設定された電流信号ＶPよりも
小さい場合は、臨界電流信号Ｖthはローレベルとなる。臨界電流信号Ｖthがローレベルで
あり、微分器２０２が感知信号Ｖcdを出力する場合、第２のＡＮＤゲート４０２の出力端
４３から第１のＲＳフリップフロップ４０４のセット端Ｓにローレベルが出力されるので
、第１のＲＳフリップフロップ４０４の出力端Ｑからローレベルが出力され、第２のＲＳ
フリップフロップ４０６の出力端Ｑ’からハイレベルが出力される。第１のＲＳフリップ
フロップ４０４の出力端Ｑからローレベルが出力され、第２のＲＳフリップフロップ４０
６の出力端Ｑ’からハイレベルが出力されるので、スイッチ素子４０８が動作し、よって
分圧器４１２が該当する基準電流信号ＶIref_1を出力する。
【００１８】
　電流検出信号ＶCSの急激な降下時間は、入力電圧ＶINが、トライアックをオフさせる保
持電流値ＩHよりも小さい瞬間である。応じて、ブリーダ回路２８は、基準電圧選択回路
４００によって出力される基準電流信号ＶIref（すなわち、ＶIref_1又はＶIref_2）をト
ライアック２２の保持電流値ＩHに対応する値に設定することによって、トライアック２
２を流れる入力電流ＩINを、基準電流信号ＶIref及び電流検出信号ＶCSに応じて保持電流
値ＩH以上になるように制御して、トライアック２２が正常に動作するようにしてもよい
。
【００１９】
　第１の実施形態において、第２のセンサモジュール３００は、予め設定された電流信号
をひとつだけ提供できるので、自動選択保持電流回路１００は、２つのタイプの基準電流
信号ＶIrefを提供できる。しかしながら、実施形態によっては、自動選択保持電流回路１
００が２つよりも多いタイプの基準電流信号ＶIrefを提供可能な場合は、自動選択保持電
流回路１００は、２つよりも多いタイプの基準電流信号ＶIrefを提供できる。以下の第２
の実施形態においては、自動選択保持電流回路１００が、４つのタイプの基準電流信号Ｖ

Irefを提供する例を示す。しかしながら、第２の実施形態は、本発明を限定することを意
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図するものではない。もう一つの実施形態において、自動選択保持電流回路１００は、３
つのタイプ又は４つよりも多いタイプの基準信号ＶIrefを提供することができる。
【００２０】
　図９は、第２の実施形態の自動選択保持電流回路の概略的回路構成図である。本実施形
態では、第２のセンサモジュール３００は、コンパレータ３３０と、コンパレータ３３１
と、コンパレータ３３２と、第１のＮＯＴゲート３３３と、第１のＮＯＴゲート３３４と
、第１のＮＯＴゲート３３５と、第１のＡＮＤゲート３３６と、第１のＡＮＤゲート３３
７とを有する。コンパレータ３３０、コンパレータ３３１、及びコンパレータ３３２のそ
れぞれは、電流センサ２４から出力された電流検出信号ＶCSを受信する。第１のＮＯＴゲ
ート３３３の入力端は、コンパレータ３３０の出力端に接続される。
　第１のＮＯＴゲート３３３の出力端は、第１のＡＮＤゲート３３６の入力端に接続され
る。第１のＡＮＤゲート３３６の他の入力端は、コンパレータ３３１の出力端に接続され
る。第１のＮＯＴゲート３３４の入力端は、コンパレータ３３１の出力端に接続される。
第１のＮＯＴゲート３３４の出力端は、第１のＡＮＤゲート３３７の入力端に接続される
。第１のＡＮＤゲート３３７の他の入力端は、コンパレータ３３２の出力端に接続される
。第１のＮＯＴゲート３３５の入力端は、コンパレータ３３２の出力端に接続され、第１
のＮＯＴゲート３３５の出力端は、基準電圧選択回路４００に接続される。第１のＮＯＴ
ゲート３３５の出力端、第１のＡＮＤゲート３３６の出力端、及び第１のＡＮＤゲート３
３７の出力端からは、臨界電流信号Ｖt4、臨界電流信号Ｖt3、及び臨界電流Ｖt2のそれぞ
れが、基準電圧選択回路４００に出力する。
【００２１】
　本実施形態では、基準電圧選択回路４００は、第２のＡＮＤゲート４２０、第２のＡＮ
Ｄゲート４２１、第２のＡＮＤゲート４２２、ＲＳフリップフロップ４２３、ＲＳフリッ
プフロップ４２４、ＲＳフリップフロップ４２５、ＲＳフリップフロップ４２６、第１の
ＯＲゲート４２７、第１のＯＲゲート４２８、スイッチ素子４２９、スイッチ素子４３０
、スイッチ素子４３１、スイッチ素子４３２、及び分圧器４３３を有する。第２のＡＮＤ
ゲート４２０の入力端は、第１のＡＮＤゲート３３６の出力端に接続され、第２のＡＮＤ
ゲート４２０の他の入力端は、第１のセンサモジュール２００に接続され、第２のＡＮＤ
ゲート４２０の更に他の入力端は、ＲＳフリップフロップ４２５の出力端Ｑ03に接続され
る。第２のＡＮＤゲート４２０の出力端は、ＲＳフリップフロップ４２４のセット端Ｓ2

に接続される。第２のＡＮＤゲート４２１の入力端は、第１のＡＮＤゲート３３７の出力
端に接続され、第２のＡＮＤゲート４２１の他の入力端は、第１のセンサモジュール２０
０に接続され、第２のＡＮＤゲート４２１の更に他の入力端は、ＲＳフリップフロップ４
２６の出力端Ｑ04に接続される。
　第２のＡＮＤゲート４２１の出力端は、ＲＳフリップフロップ４２５のセット端Ｓ3に
接続される。第２のＡＮＤゲート４２２の入力端は、第１のＮＯＴゲート３３５の出力端
に接続され、第２のＡＮＤゲート４２２の他の入力端は、第１のセンサモジュール２００
に接続される。第２のＡＮＤゲート４２２の出力端は、ＲＳフリップフロップ４２６のセ
ット端Ｓ4に接続される。
【００２２】
　第１のＯＲゲート４２７の入力端は、ＲＳフリップフロップ４２４の出力端Ｑ2に接続
され、第１のＯＲゲート４２７の他の入力端は、ＲＳフリップフロップ４２５の出力端Ｑ

3に接続され、第１のＯＲゲート４２７の更に他の入力端は、ＲＳフリップフロップ４２
６の出力端Ｑ4に接続される。第１のＯＲゲート４２７の出力端は、ＲＳフリップフロッ
プ４２７のリセット端Ｒ1に接続される。第１のＯＲゲート４２８の入力端は、ＲＳフリ
ップフロップ４２５の出力端Ｑ3に接続され、第１のＯＲゲート４２８の更に他の入力端
は、ＲＳフリップフロップ４２６の出力端Ｑ4に接続される。第１のＯＲゲート４２８の
出力端は、ＲＳフリップフロップ４２４のリセット端Ｒ2に接続される。
【００２３】
　また、ＲＳフリップフロップ４２４の出力端Ｑ02は、ＲＳフリップフロップ４２３のセ
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ット端Ｓ1に接続される。ＲＳフリップフロップ４２６の出力端Ｑ4は、ＲＳフリップフロ
ップ４２５のリセット端Ｒ3に接続される。ＲＳフリップフロップ４２６のリセット端Ｒ4

は接地される。ＲＳフリップフロップ４２３の出力端Ｑ1からスイッチ素子４２９が制御
され、ＲＳフリップフロップ４２４の出力端Ｑ2からスイッチ素子４３０が制御され、Ｒ
Ｓフリップフロップ４２５の出力端Ｑ3からスイッチ素子４３１が制御され、ＲＳフリッ
プフロップ４２６の出力端Ｑ4からスイッチ素子４３２が制御されるので、分圧器４３３
は、該当する基準電流信号ＶIref_1、基準電流信号ＶIref_2、基準電流信号ＶIref_3、又
は基準電流信号ＶIref_4を出力する。
【００２４】
　より詳細には、図９と、トライアックの保持電流値が予め設定された電流信号値よりも
大きい場合の電流検出信号ＶCS、感知信号Ｖcd、臨界電流信号Ｖt1～Ｖt4、及び基準電流
信号ＶIrefの時系列オシログラムである図１０（Ａ）乃至図１９（Ｆ）と、に例示される
ように、第１のセンサモジュール２００によって電流降下（すなわち、図１０（Ａ）の点
Ｈ）が感知されると、第１のセンサモジュール２００は、感知信号Ｖcd（すなわち、図１
０（Ｂ）のパルス信号）を第２のＡＮＤゲート４２０、第２のＡＮＤゲート４２１、及び
第２のＡＮＤゲート４２２に出力する。すなわち、第１のセンサモジュール２００は、電
流検出信号ＶCSの急激な降下時間を検出する。コンパレータ３３０は、電流検出信号ＶCS

を受信し、当該電流検出信号ＶCSを予め設定された電流信号Ｖp1と比較した後で当該比較
結果である比較信号ＶC1を出力する。
　第１のＮＯＴゲート３３３は、比較信号ＶC1を受信し、当該比較信号ＶC1の逆相を第１
のＡＮＤゲート３３６に対して出力する。コンパレータ３３１は、電流検出信号ＶCSを受
信し、当該電流検出信号ＶCSを第２の予め設定された電流信号Ｖp2と比較した後で、当該
比較の結果である比較信号ＶC2を第１のＡＮＤゲート３３６及び第１のＮＯＴゲート３３
４に出力する。第１のＮＯＴゲート３３４は、比較信号ＶC2を受信し、当該比較信号ＶC2

の逆相を第１のＡＮＤゲート３３７に対して出力する。コンパレータ３３２は、電流検出
信号ＶCSを受信し、当該電流検出信号ＶCSを第３の予め設定された電流信号ＶP3と比較し
た後で、当該比較の結果である比較信号ＶC3を第１のＡＮＤゲート３３７及び第１のＮＯ
Ｔゲート３３５に出力する。第１のＮＯＴゲート３３５は、比較信号ＶC3を受信し、臨界
電流信号Ｖt4を第２のＡＮＤゲート４２２に出力する。第１のＡＮＤゲート３３６は、比
較信号ＶC1及び比較信号ＶC2の逆相に応じて臨界電流信号Ｖt2を第２のＡＮＤゲート４２
０に出力する。第１のＡＮＤゲート３３７は、比較信号ＶC2及び比較信号ＶC3の逆相に応
じて臨界電流信号Ｖt3を第２のＡＮＤゲート４２１に出力する。第３の予め設定された電
流信号Ｖp3は、第２の予め設定された電流信号Ｖp2よりも大きく、第２の予め設定された
電流信号Ｖp2は、第１の予め設定電流信号Ｖp1よりも大きい。
【００２５】
　電流検出信号ＶCSが第３の予め設定された電流信号Ｖp3よりも大きい場合は、臨界電流
信号Ｖt4がハイレベルとなる。臨界電流信号Ｖt4がハイレベルであり、第１のセンサモジ
ュール２００が感知信号Ｖcdを出力する場合、第２のＡＮＤゲート４２２は、ハイレベル
をＲＳフリップフロップ４２６のセット端Ｓ4に出力するので、ＲＳフリップフロップ４
２６の出力端Ｑ4からハイレベルを出力され、ＲＳフリップフロップ４２５の出力端Ｑ3か
らローレベルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２４の出力端Ｑ2からローレベルが出
力され、ＲＳフリップフロップ４２３の出力端Ｑ1からローレベルを出力する。
　ＲＳフリップフロップ４２６の出力端Ｑ4からハイレベルが出力され、ＲＳフリップフ
ロップ４２５の出力端Ｑ3からローレベルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２４の出
力端Ｑ2からローレベルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２３の出力端Ｑ1からローレ
ベルが出力されるので、スイッチ素子４３２が動作し、よって分圧器４３３が、該当する
基準電流信号ＶIref_4を出力する。
【００２６】
　図９と、トライアックの保持電流値が第２の予め設定された電流信号と第３の予め設定
された電流信号との間にある場合の電流検出信号ＶCS、感知信号Ｖcd、臨界電流信号Ｖt1
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～Ｖt4、及び基準電流信号ＶIrefの時系列オシログラムである図１１（Ａ）乃至図１１（
Ｆ）と、に例示されるように、電流検出信号ＶCSが、第２の予め設定された電流信号Ｖp2

よりも大きく、第３の予め設定された電流信号Ｖp3よりも小さい場合、臨界電流信号Ｖt4

はローレベルとなり、臨界電流信号Ｖt3はハイレベルとなる。臨界電流信号Ｖt3がハイレ
ベルであり、第１のセンサモジュール２００が感知信号Ｖcdを出力する場合、第２のＡＮ
Ｄゲート４２２は、ローレベルをＲＳフリップフロップ４２６のセット端Ｓ4に出力する
ので、ＲＳフリップフロップ４２６の出力端Ｑ4からローレベルが出力され、ＲＳフリッ
プフロップ４２５の出力端Ｑ3からハイレベルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２４
の出力端Ｑ2からローレベルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２３の出力端Ｑ1からロ
ーレベルが出力される。
　ＲＳフリップフロップ４２６の出力端Ｑ4からローレベルが出力され、ＲＳフリップフ
ロップ４２５の出力端Ｑ3からハイレベルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２４の出
力端Ｑ2からローレベルが出力し、ＲＳフリップフロップ４２３の出力端Ｑ1からローレベ
ルが出力されるので、スイッチ素子４３１が動作し、よって分圧器４３３は、該当する基
準電流信号ＶIref_3を出力する。
【００２７】
　図９と、トライアックの保持電流値が第１の予め設定された電流信号と第２の予め設定
された電流信号との間にある場合の電流検出信号ＶCS、感知信号Ｖcd、臨界電流信号Ｖt1

～Ｖt4、及び基準電流信号ＶIrefの時系列オシログラムである図１２（Ａ）乃至図１２（
Ｆ）と、に例示されるように、電流検出信号ＶCSが第１の予め設定された電流信号Ｖp1と
第２の予め設定された電流信号Ｖp2との間にある場合、臨界電流信号Ｖt4はローレベルと
なり、臨界電流信号Ｖt3はローレベルとなり、臨界電流信号Ｖt2はハイレベルとなる。
　臨界電流信号Ｖt2がハイレベルであり、第１のセンサモジュール２００が感知信号Ｖcd

を出力する場合、第２のＡＮＤゲート４２２は、ローレベルをＲＳフリップフロップ４２
６のセット端Ｓ4に出力するので、ＲＳフリップフロップ４２６の出力端Ｑ4からローレベ
ルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２５の出力端Ｑ3からローレベルが出力され、Ｒ
Ｓフリップフロップ４２４の出力端Ｑ2からハイレベルが出力され、ＲＳフリップフロッ
プ４２３の出力端Ｑ1からローレベルが出力される。ＲＳフリップフロップ４２６の出力
端Ｑ4からローレベルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２５の出力端Ｑ3からローレベ
ルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２４の出力端Ｑ2からハイレベルが出力され、Ｒ
Ｓフリップフロップ４２３の出力端Ｑ1からローレベルが出力されるので、スイッチ素子
４３０が動作し、よって分圧器４３３は、該当する基準電流信号ＶIref_2を出力する。
【００２８】
　図９と、トライアックの保持電流値が第１の予め設定された電流信号よりも小さい場合
の電流検出信号ＶCS、感知信号Ｖcd、臨界電流信号Ｖt1～Ｖt4、及び基準電流信号ＶIref

の時系列オシログラムである図１３（Ａ）乃至図１３（Ｆ）と、に例示されるように、電
流検出信号ＶCSが第１の予め設定電流信号Ｖp1よりも小さい場合、臨界電流信号Ｖt4は、
ハイレベルとなり、臨界電流信号Ｖt3はローレベルとなり、臨界電流信号Ｖt2は、ローレ
ベルとなる。
　臨界電流信号Ｖt2がローレベルであり、第１のセンサモジュール２００が感知信号Ｖcd

を出力する場合、第２のＡＮＤゲート４２２は、ローレベルをＲＳフリップフロップ４２
６のセット端Ｓ4に出力するので、ＲＳフリップフロップ４２６の出力端Ｑ4からローレベ
ルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２５の出力端Ｑ3からローレベルが出力され、Ｒ
Ｓフリップフロップ４２４の出力端Ｑ2からローレベルが出力され、ＲＳフリップフロッ
プ４２３の出力端Ｑ1からハイレベルが出力される。ＲＳフリップフロップ４２６の出力
端Ｑ4からローレベルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２５の出力端Ｑ3からローレベ
ルが出力され、ＲＳフリップフロップ４２４の出力端Ｑ2がローレベルを出力し、ＲＳフ
リップフロップ４２３の出力端Ｑ1からハイレベルが出力されるので、スイッチ素子４２
９が動作し、よって分圧器４３３は、該当する基準電流信号ＶIref_1を出力する。
【００２９】
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　また、第２のセンサモジュールに含まれるコンパレータの数を減らすために、カウンタ
、デコーダ、予め設定された閾値電圧選択回路の設計を用いて、同じ効果を達成してもよ
い。詳細については、以下の第３の実施形態及び第４の実施形態を参照してもよい。
【００３０】
　第３の実施形態に係る自動選択保持電流回路の概略的回路構成図である図１４に例示さ
れるように、本実施形態では、第１のセンサモジュール２００及び基準電圧選択回路４０
０は、第１の実施形態のものと同様であり、第２のセンサモジュール３００は、コンパレ
ータ３５０と、カウンタ３６０と、デコーダ３７０と、予め設定された閾値電圧選択回路
３８０とを有する。コンパレータ３５０は、電流検出信号ＶCSを受信し、当該電流検出信
号ＶCSを臨界電流信号Ｖth（すなわち、臨界電流信号Ｖt1又は臨界電流信号Ｖt2であり、
臨界電流信号Ｖt2が臨界電流信号Ｖt1よりも大きい）と比較した後で当該比較の結果であ
る比較信号ＶCを出力する。カウンタ３６０は、サイクルカウントを行い、比較信号ＶCを
受信して、リアルタイムのカウント値を出力する。デコーダ３７０は、カウンタ３６０か
ら連続的にカウント値を受信し、状態信号（本実施形態では、状態信号は、第２のＮＯＴ
ゲート３７２の出力端Ｑnbの出力である）を出力する。
【００３１】
　予め設定された閾値電圧選択回路３８０は、デコーダ３７０が出力した状態信号を連続
的に受信し、臨界電流信号Ｖthを出力する。カウンタ３６０は、Ｔフリップフロップ３６
２を有してもよい。しかしながら、本実施形態は、本発明を制限することを意図するもの
ではない。すなわち、カウンタ３６０は、Ｄフリップフロップを有してもよい。
　Ｔフリップフロップ３６２のクロック端ＣＬＫは、コンパレータ３５０の出力端に接続
される。Ｔフリップフロップ３６２の入力端Ｔnは、ハイレベルの電圧源ＶGに接続される
。デコーダ３７０は、第２のＮＯＴゲート３７２を有する。第２のＮＯＴゲート３７２の
入力端は、カウンタ３６０に接続され、第２のＮＯＴゲート３７２の出力端Ｑnbは、予め
設定された閾値電圧選択回路３８０に接続される。予め設定された閾値電圧選択回路３８
０は、分圧部３８２、スイッチ素子３８４、及びスイッチ素子３８６を有する。カウンタ
３６０の出力端（すなわち、Ｔフリップフロップ３６２の出力端Ｑn）及び第２のＮＯＴ
ゲート３７２の出力端Ｑnbからは、スイッチ素子３８４及びスイッチ素子３８６をそれぞ
れ制御するので、分圧部３８２は、該当する臨界電流信号Ｖthを出力する。
【００３２】
　図１４を参照すると、臨界電流信号が予めＶt2に設定され、Ｔフリップフロップ３６２
の出力端Ｑnが予めローレベルに設定され、第２のＮＯＴゲート３７２の出力端Ｑnbが、
予めハイレベルに設定されて、スイッチ素子３８６が動作し、スイッチ素子３８４が開い
ているものと仮定されている。次に、コンパレータ３５０は、電流検出信号ＶCSを受信し
、当該電流検出信号ＶCS及び臨界電流信号Ｖt2を比較した後で比較信号ＶCを出力する。
比較信号ＶCがハイレベル（すなわち、電流検出信号ＶCSが臨界電流信号Ｖt2よりも小さ
い）場合、Ｔフリップフロップ３６２の出力端Ｑnは、ハイレベルとなり、第２のＮＯＴ
ゲート３７２の出力端Ｑnbは、ローレベルとなるので、スイッチ素子３８４が動作し、ス
イッチ素子３８６が開き、分圧部３８２が該当する臨界電流信号Ｖt1を出力する。比較信
号ＶCがローレベル（すなわち、電流検出信号ＶCSが臨界電流信号Ｖt1よりも大きい）場
合、Ｔフリップフロップ３６２の出力端Ｑnは、ローレベル（すなわち、状態信号Ｑnがロ
ーレベル）となり、第２のＮＯＴゲート３７２の出力端Ｑnbは、ハイレベルとなるので、
スイッチ素子３８６が動作し、スイッチ素子３８４が開き、分圧部３８２が該当する臨界
電流信号Ｖt2を出力する。そのため、スイッチ素子３８４及びスイッチ素子３８６を、順
番に動作させることができる。
【００３３】
　第３の実施形態において、第２のセンサモジュール３００は、２つのタイプの臨界電流
信号を持つ。しかしながら、第２のセンサモジュール３００は、２つよりも多いタイプの
臨界電流信号を持っていてもよい。以下の第４の実施形態においては、自動選択保持電流
回路１００が４つのタイプの臨界電流信号を提供する例を示す。第４の実施形態は、本発
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明を限定することを意図するものではない。応じて、本実施形態の自動選択保持電流回路
１００は、３つのタイプ又は４つよりも多いタイプの基準信号を提供することもできる。
【００３４】
　第４の実施形態に係る自動選択保持電流回路のコンパレータ、カウンタ、デコーダ、及
び予め設定された閾値電圧選択回路の概略的回路構成図である図１５及び図１６に例示さ
れるように、本実施形態では、第１のセンサモジュール２００及び基準電圧選択回路４０
０は、第２の実施形態のものと同様であり、第２のセンサモジュール３００は、コンパレ
ータ３５０と、カウンタ３６０と、デコーダ３７０と、予め設定された閾値電圧選択回路
３８０とを有する。コンパレータ３５０は、電流検出信号ＶCSを受信し、当該電流検出信
号ＶCSを臨界電流信号Ｖthと比較した後で、当該比較の結果である比較信号ＶＣを出力す
る。カウンタ３６０は、サイクルカウントを行い、比較信号ＶCを受信して、リアルタイ
ムのカウント値Ｃ0を出力する。デコーダ３７０は、カウント値Ｃ0を連続的に受信し、状
態信号（本実施形態では、状態信号は、Ｖb1、Ｖb2、Ｖb3又はＶb4である）を出力する。
　予め設定された閾値電圧選択回路３８０は、連続的に状態信号を受信して臨界電流信号
Ｖth（すなわち、臨界電流信号Ｖt1、臨界電流信号Ｖt2、臨界電流信号Ｖt3、臨界電流信
号Ｖt4のうちのひとつであり、臨界電流信号Ｖt4は、臨界電流信号Ｖt3よりも大きく、臨
界電流信号Ｖt3は、臨界電流信号Ｖt2よりも大きく、臨界電流信号Ｖt2は、臨界電流信号
Ｖt1よりも大きい）を出力する。
【００３５】
　カウンタ３６０は、Ｔフリップフロップ３６５及びＴフリップフロップ３６６を有する
。Ｔフリップフロップ３６５のクロック端ＣＬＫ1は、コンパレータ３５０の出力端に接
続され、Ｔフリップフロップ３６５の出力端Ｑn1は、Ｔフリップフロップ３６６のクロッ
ク端ＣＬＫ2に接続され、Ｔフリップフロップ３６５の入力端Ｔn1及びＴフリップフロッ
プ３６６の入力端Ｔn2は、ハイレベルの電圧源ＶGに接続される。
【００３６】
　デコーダ３７０は、第２のＮＯＴゲート３７４、第２のＮＯＴゲート３７５、第３のＡ
ＮＤゲート３７６、第３のＡＮＤゲート３７７、第３のＡＮＤゲート３７８及び、第３の
ＡＮＤゲート３７９を有する。第２のＮＯＴゲート３７４の入力端は、Ｔフリップフロッ
プ３６５の出力端Ｑ1に接続され、第２のＮＯＴゲート３７４の出力端Ｑ1bは、第３のＡ
ＮＤゲート３７８の入力端及び第３のＡＮＤゲート３７９の入力端に接続される。第２の
ＮＯＴゲート３７５の入力端は、Ｔフリップフロップ３６６の出力端Ｑ2に接続され、第
２のＮＯＴゲート３７５の出力端Ｑ2bは、第３のＡＮＤゲート３７７の入力端及び第３の
ＡＮＤゲート３７９の入力端に接続される。Ｔフリップフロップ３６５の出力端Ｑ1は、
第３のＡＮＤゲート３７６の入力端及び第３のＡＮＤゲート３７７の入力端に接続される
。Ｔフリップフロップ３６６の出力端Ｑ2は、第３のＡＮＤゲート３７６の入力端及び第
３のＡＮＤゲート３７８の入力端に接続される。
　予め設定された閾値電圧選択回路３８０は、分圧部７５、スイッチ素子７６、スイッチ
素子７７、スイッチ素子７８及び、スイッチ素子７９を有する。第３のＡＮＤゲート３７
６の出力端、第３のＡＮＤゲート３７７の出力端、第３のＡＮＤゲート３７８の出力端、
及び第３のＡＮＤゲート３７９の出力端はそれぞれ、分圧部７５、スイッチ素子７６、ス
イッチ素子７７、スイッチ素子７８、及びスイッチ素子７９を制御し、第３のＡＮＤゲー
ト３７６の出力端を用いて状態信号Ｖb4を出力し、第３のＡＮＤゲート３７７の出力端を
用いて状態信号Ｖb3を出力し、第３のＡＮＤゲート３７８の出力端を用いて状態信号Ｖb2

を出力し、第３のＡＮＤゲート３７９の出力端を用いて状態信号Ｖb1を出力する。
【００３７】
　臨界電流信号が予めＶt4に設定され、Ｔフリップフロップ３６５の出力端Ｑ1が、予め
ローレベルに設定され、Ｔフリップフロップの出力端Ｑ2が、予めローレベルに設定され
て、スイッチ素子７９が動作するものと仮定する。次に、コンパレータ３５０は、電流検
出信号ＶCSを受信し、当該電流検出信号ＶCS及び臨界電流信号Ｖt4を比較した後で当該比
較の結果である比較信号ＶCを出力する。そして、比較信号ＶＣがハイレベル（すなわち
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、電流検出信号ＶCSが臨界電流信号Ｖt4よりも小さい）場合、Ｔフリップフロップ３６５
の出力端Ｑ1がハイレベルとなり、Ｔフリップフロップ３６６の出力端Ｑ2がローレベルと
なるので、スイッチ素子７８が動作し、分圧部３８２が該当する臨界電流信号Ｖt3を出力
する。
　そして、比較信号ＶCがハイレベル（すなわち、電流検出信号ＶCSが臨界電流信号Ｖt3

よりも小さい）場合、Ｔフリップフロップ３６５の出力端Ｑ1はローレベルとなり、Ｔフ
リップフロップ３６６の出力端Ｑ2はハイレベルとなるので、スイッチ素子７７が動作し
、分圧部３８２が該当する臨界電流信号Ｖt2を出力する。そして、比較信号ＶCがハイレ
ベル（すなわち、電流検出信号ＶCSが臨界電流信号Ｖt2よりも小さい）場合、Ｔフリップ
フロップ３６５の出力端Ｑ1は、ハイレベルとなり、Ｔフリップフロップ３６６の出力端
Ｑ2はハイレベルとなるので、スイッチ素子７６が動作し、分圧部３８２が該当する臨界
電流信号Ｖt1を出力する。そして、比較信号ＶCがハイレベル（すなわち、電流検出信号
ＶCSが臨界電流信号Ｖt1よりも大きい）場合、Ｔフリップフロップ３６５の出力端Ｑ1は
、ローレベルとなり、Ｔフリップフロップ３６６の出力端Ｑ2は、ローレベルとなるので
、スイッチ素子７９が動作し、分圧部３８２が該当する臨界電流信号Ｖt4を出力する。よ
って、スイッチ素子７６、スイッチ素子７７、スイッチ素子７８及び、スイッチ素子７９
を順に動作させることができる。
【００３８】
　本発明の自動選択保持電流回路は、どのタイプのコンバータにも適用可能である。基準
電圧選択回路は、第１のセンサモジュールによって出力された感知信号及び第２のセンサ
モジュールによって出力された臨界電流信号によって、トライアックの保持電流値の範囲
を取得して、該当する基準電流信号をブリーダ回路に対して出力するので、ブリーダ回路
は、パルス変調信号を動的に調節してトライアックの正常な動作を維持する。第２のセン
サモジュールに含まれるコンパレータの数を減らすために、第２のセンサモジュールは、
カウンタ、デコーダ及び予め設定された閾値電圧選択回路の設計によって臨界電流信号を
出力してもよい。
【符号の説明】
【００３９】
１００　自動選択保持電流回路
２００　第１のセンサモジュール
３００　第２のセンサモジュール
４００　基準電圧選択回路
２８　　ブリーダ回路
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